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格
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再
び
我
闘
の
人
口
問
題
に
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て

抱

胤

常

招

ア
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ム
・
ス
ミ
ス
の
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献
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…
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以
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高

田

f果

4馬

慣

格

の

理

論

克

償

債

値

説

債
権
に
閲
す
る
な
の
立
場
は
免
償
償
値
(
〈
O
ロ
l
同
S
R
?出
命
中
日
ロ
向

2
2
)
或
は
印
E
2
4
2
H
Z
云
ひ
表
は
す

べ
き
か
ご
思
ふ
)

に
よ
h
て
債
格
の
(
或
る
意
味
に
於
け
る
)
困
山
本
的
説
明
を
試
み
晶
立
場
で
あ
る
。
般
に
名
づ
り

て
債
絡
の
兎
償
価
問
俗
説
正
云
ふ
。

此
考
方
瓜
限
界
効
朗
読
ピ
密
接
な
る
椀
絡
を
有
す
る
の
み
な
ら
宇
そ
の
構
成
に
於
て
、
限
界
効
用
説

ω内
容
を

借
ム
リ
之
を
前
提
乙
な
す
こ
正
、
少
し
ご
し
な
い
。
従
ひ

τそ
の
中
の
一
二
の
概
念
に
就
い
w

て
簡
単
な
る
訟
を
加

へ
、
以

τ論
を
進
む
る
上
の
準
備
ご
し
た
い
。

一
効
用
越
減

ω法
則
。
人
々
の
欲
望
は
す
ぺ
て
限
h
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
従
ひ
て
或
る
時
期
に
於
け
る
、
特
定

の
一
欲
望
に
就
い
て
見
れ
ば
、
使
用
す
る
財
の
は
胤
初
の
単
位
は
之
を
充
足
せ
し
む
る
こ
ご
最
も
多
く
車
位
の
数
を
培

加
せ
し
む
る
に
つ
れ
て
欲
些
充
足
の
程
度
は
減
少
す
る
。
使
用
す
る
財
の
数
量
の
増
加
己
そ
れ
に
よ

b
t
得
ら
る

、
欲
些
の
充
足
己

ω
閥
に
存
す
る
此
一
定

ω関
係
を
稽
し
て
欲
望
充
足

ω
法
則
、
叉
は
欲
鋭
充
足
遁
械
の
法
則

諭

議

倒
格
山
一
理
論

第
ニ
十
三
巻

(
第
五
就

) 

七

ー



論

議

債
格
由
一
理
論

第
二
十
三
春

明
第
五
競

) 

じ

四

(
印
刷
笠
岡

E
q叫
虫
且
NW
の

am仲

N
ι
2
回
包
含
『
ロ
回
目
ル
山
内
昨
日
間

EH問
)

と
云
ふ
。
進
み

τ云
へ
ば
助
法
則
は
た
い
に
特
定
的
欲

望
に
就
い
て
の
み
認
め
得
b
る
、
も
の
で
は
な
い
、
同
一
の
財
に
よ
b
て
充
足
せ
ら
れ
得
べ
き
数
多
の
欲
墜
を
一

括
し
て
見
る
も
な
は
認
め
待
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
る
。
米
は
車
に
食
用
に
の
み
供
す
る
ご

L
τ
も
、
叉
は
食
用
以

外
家
畜
の
飼
料
、
菓
子
の
材
料
に
用
ふ
る
ご
し
て
も
、
並
(
数
量
の
増
加
に
つ
れ
て
、
人
の
欲
望
を
充
足
せ
し

U
る

程
度
は
漸
衣
仁
減
少
す
る
。
此
聞
係
そ
の
も
の
を
や
が

τ、
効
用
漣
械
の
法
則
ぜ
ー
し
て
考
ふ
る
準
者
も
多
レ
。

財
は
欲
離
を
充
足
せ
し
む
る
が
欣
に
吾
入
に
よ
り
て
欲
求
せ
ら
れ
る
、
財
の
欲
求
せ
ら
る
、
一
性
質
が
効
用
に
外

な
ら
ぬ
。
使
用
す
る
財
の
放
量
の
増
加
に
仲
ひ
て
、
欲
虫
充
足
の
程
度
が
減
少
す
る
が
放
に
・
欲
求
せ
ら
る
、
性

資
郎
も
効
用
り
大
き
も
亦
、
数
量
の
増
加
に
仲
ひ
て
減
少
す
る
。
第
一
位
は
極
め
て
強
f
第
二
暇
位
は
之
に
次
吉

τ強
〈
、
進
む
に
つ
れ

τ盆
2
弱
〈
欲
求
ゼ
ら
れ
る
。
此
閥
係
を
稀

L
て
効
周
辺
減
の
法
則
(
同
庁

-2
。『
t
M
m

品目日同

E昨日

0

ロ
。
町
ロ
己
目
守
)

吉
一
式
ふ
。

二
限
界
効
用
均
等
の
法
則
。
効
用
遮
械
の
法
則
の
作
用
ゐ
る
が
故
仁
、
ゐ
る
財
の
単
位

ω効
用
は
使
用
[
得
る

財
の
数
量
の
増
加
に
件
ひ
工
小
ピ
な
る
。
使
用
し
う
る
財
の
最
終
車
位
郎
も
効
用
の
最
も
小
な
る
車
位
を
稽

L
て

限
界
単
位
又
は
限
界
増
加
分
(
目
白
金
ロ
包
仏

0
5
2唖
E
官
日
向
岡
田
町
与
)

Z
云
ひ
、
限
界
軍
位
の
効
用
を
稀
し
て

限
外
効
用
(
自
己
札
口
弘
口
出

-S)
ご
一
耳
ふ
。
今
一
の
財
が
数
多
の
用
途
を
有
す
る
場
合
に
於
て
は
、
各
用
途
に
於
け

る
限
界
効
用
が
均
等
で
あ
る
や
う
に
制
常
て
ら
れ
る
。
も
し
あ
る
問
途
に
於
り
る
限
界
効
用
が
小
な
る
正
き
は
之



言歯

叢

債
格
白
一
理
詰
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二
十
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巻

(
第
五
艇

一一) 

t三

五

を
そ
の
大
な
る
用
途
に
う
っ
す
事
が
有
利
で
ゐ

h
、
此
仕
方
を
反
挺
す
れ
ば
、
結
局
そ
れ
ぞ
れ
の
限
界
効
用
が
相

等
L
〈
な
る
外
に
道
が
な
い
。

一
』
れ
を
稽
し
て
限
界
効
用
均
等
の
法
則
正
一
式
ふ
。
今
日
の
経
済
組
織
に
ゐ

b
て

は
、
貨
幣
に
よ
b
て
積
々
な
る
財
が
獲
得
サ
ら
れ
る
。
従
ひ
て
貨
幣
は
稽
々
な
る
財
の
購
買
に
振
b
む
け
ら
れ
、

恰
も
雑
多
の
用
途
を
周
す
る
一
一
周
の
如
く
に
作
用
す
る
。
従
ひ

τ、
そ
の
使
用
に
つ
い

τも
限
界
効
用
均
等
の
法

則
が
作
用
す
る
。
あ
る
財
の
購
買
に
振

b
Uけ
ら
れ
た
る
限
界
単
位
に
し
て
、
他
の
財
に
む
け
ら
れ
た
る
そ
れ
よ

h
も
、
僅
少
な
る
効
用
を
も
た
ら
す
に
過
ぎ
.3
る
時
は
自
ら
効
用
を
も
た
ら
す
こ
正
多
き
他
の
用
途
に
振
り
む
け

ら
れ
る
。
結
局
、
各
財
の
購
買
に
む
け
ら
れ
た
る
貨
併
の
限
界
草
位
が
も
た
ら
し
得
る
財
の
効
用
は
相
均
し
き
に

至
h
τ
・止む。

一
一
巡
掛
宝
館
が
数
多
の
財
を
敷
多
の
用
途
仁
ふ

b
向
〈
る
場
合
に
あ
h
て
は
、
各
財
の
軍
位
が
相
交
換
し
得
ら

晶
、
限
-
h
J
(

叉
は
相
交
換
し
得
ら
る
、
大
き
を
以
て
其
財
の
軍
位
ご
し
て
見
る
限
ち
て
各
聞
の
財
の
限
界
効
用
は

相
等
し
か
る
司
、
き
も
の
で
ゐ
る

G

従
ひ

τ
こ

ω場
合
に
も
限
界
効
用
均
等
の
法
則
の
支
配
を
認
め
得
る
。
こ
れ
ら

の
場
合
を
通
じ
て
財
の
十
分
な
る
可
分
性
(
財
が
効
用
の
上
に
損
失
な
〈
し
て
分
制
し
得
ら
る
、
一
性
質
)
を
前
提
ピ

す
る
こ
ピ
は
諌
め
注
意
を
要
す
る
。
可
分
性
を
柿
腕
向
、
ご
こ
ろ
に
は
、
此
限
界
効
用
均
等
の
法
則
り
作
用
が
妨
げ
ら

れ
る
o

若
し
限
界
効
用
の
程
度
又
は
効
用
の
限
界
程
度
の
意
味
に
限
界
効
用
の
言
葉
を
用
ふ
る
ご
き
に
は
、
此
法

則
は
成
立
し
得
す
o
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議

個
格
由
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二
寸
三
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第
五
抗

凹

じ

」一・，、

見
償
問
問
鈍
が
如
何
じ
し
て
倒
格
を
決
定
す
る
か
を
示
す
た
め
に
極
め
て
簡
単
な
る
例
よ
h
出
費
す
る
。
ぞ
れ
は

貨
幣
経
済
に
於
け
る
由
貿
子
一
人
民
子
一
人
の
場
合
に

L
て、

而
も
責
質
せ
ら
る
、
財
は
任
意
に
再
生
産
l
得
ら
る

、
稲
頻
の
も
の
で
あ
る
。

此
磁
の
財
の
供
給
者
は
一
般
に
分
業
的
生
産
者
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
供
給
す
る
財
に
就
い
て
は
原
則

E
L
て
何

等
の
使
用
償
値
を
も
詰
め
な
L
。
そ
れ
が
財
に
認
む
る
倒
品
川
は
、
此
財
の
所
有
が
彼
仁
こ
れ
の
獲
得
に
要
す
る
代

備
を
兎
除
せ

L
む
る
ご
云
ム
侭
俗
で
あ
る
。
そ
れ
は
必
宇

L
も
過
去
に
於
け
る
生
産
費
三
合
一
す
る
も
の
に
非
す

現
右
に
於
り
る
再
生
産
技
に
よ
ー
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
o

た
uγ

経
憐
が
紛
態
で
ゐ
る
場
合
に
は
、
生
斥
費
吉
相
合
一

す
る
o

寅
手
の
側
仁
あ

hτ
、
回
問
山
叩
的
構
成
に
奉
加
し
之
を
左
右
し
得
る
侭
倣
は
こ
の
辺
地
償
償
伯
に
外
な
ら
泊
。

何
ご
な
れ
ば
彼
に
あ
h
て
、
そ
の
則
の
使
用
慣
値
が
考
へ
ら
れ
得
べ
〈
も
な
い
。
彼
は
山
京
市
る

rけ
多
〈
の
利
潤

を
ゐ
げ
ん
記
す
れ
H

と
も
そ
は
如
何
ご
も
ゐ
れ
、
此
見
償
侭
低
に
臆
A
V
る
に
け
の
謝
慣
は
十
分
に
要
求
し
通
L
得
る

ピ
考
へ
る
。

買
手
の
例
に
於
て
は
使
則
問
問
侃
正
弘
償
偵
倣
己
の
こ
が
認
め
待
h
れ
る
o
彼
に

t
h
て
の
苑
償
償
伯
は
自
己
に

古
ち
て
の
再
生
苑
投
に
よ
ち

τ定
ま
る
か
、
自
ら
生
産
す
る
こ
正
が
不
可
能
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
何
等
か
の
方
法
に

よ
h
て
之
を
獲
得
す
る
ね
め
山
費
用
に
よ
h
て
定
ま
る
。
分
業
の
組
織
を
有
す
る
貨
鮮
総
務
内
部
に
あ
わ
て
は
第

二
の
も
の
仁
よ
h
て
定
ま
る
の
を
原
則
正
す
る
-
』
れ
は
勿
論
明
磁
級
密
の
計
教
の
形
に
於
て
意
識
せ
色
れ
る
の
で

」



h
正
見
積
る

Q

さ
℃
然
ら
ば
、
財
A
に
封

l-τ
乙
は
百
固
ま
で
支
梯
ム

-
-
t
を
僻
せ

F
る
や
吉
一
五
ふ
に
、

ぞ
の
兎

は
な
い
、
た

v
世
間
並
み
の
相
場
、
他
か
ら
求
め
得
ら
札
苫
う
の
債
格
ご
し
て
考
へ
ら
れ
る
o
市
場
が
た

ν
一つ

に
し
て
絶
識
に
他
か
ら
買
入
れ
得
5
る
場
合
に
あ

h
て
は
此
兎
償
償
値
が
相
手
の
頑
守
す
ぺ

L
Z
信
守
ら
れ
る
債

格
に
よ

hτ
定
的
ら
る
、
ニ
ピ
に
な
る
。
此
貼
に
就
い

τ
、
別
に
逃
ぺ
た
る
一
例
を
ひ
〈
O

使
用
慣
値

免
償
偵
値

qヨ

(
喜
子
)

写主

五E

国l

乙

(
抗
手
)

一O
門
閥

一一
一
o剛

(
他
上
リ
引
ふ
場
合
)

(
自
ら
生
日
す
る
場
合
)

此
場
合
同
情
格
内
決
定
サ
ら
る
、
限
界
を
が
き
る
も
の
は
甲
の
兎
償
使
位
式
岡
己
乙
の
品
目
償
便
低
参
同
ご
で
あ

る
。
然
れ
Y
」
も
問
題
は
次

ω貼
に
の
る
、
乙
の
使
用
問
唄
値
を
百
周
正
見
積
る
の
は
如
何
な
る
事
情
に
よ
る
か
。
買

手
は
共
有
す
る
貨
幣
を
郁
々
な
る
用
途
じ
振
ム
リ
む
け
る
。
而
し

τ出
来
得
ぺ
(
ば
各
用
途
に
於
け
る
最
終
の
単
位

に
よ

hτ
得
ら
晶
、
効
用
を
相
等
し
き
も
の
た
ら
し
め
よ
う
記
す
る
。
こ
の
鮪
は
限
界
引
用
均
等
り
法
則

ω滋
然

の
結
論
で
あ
古
今
貨
精
一
向
車
位
を
以
て
獲
得
せ
ら
る
、
期

ω限
界
効
用
の
大
苫
を
三
正
す
る
、
而

ιて
、
今
問
題

ぜ
し
て
ゐ
る
則
A

一
単
位
の
乙
に
ど

b
て
の
効
用
が
一
ニ

O一
O
で
あ
り
古
し
よ
う
、
而
も
、
彼
は
財
A
の
た
い
一
軍

位
を
要
す
る
の
み
に
し
て
第
二
単
位
を
必
要
ご
し
な
い
。
此
場
合
に
あ
b
て
は
財

Aω
使
用
倒
値
を
士
宮

O
O国
な

償
倒
閣
偵
を
多
国
な
'
り
と
見
依
る
限
り
、
決

L
τ
血
母
国
以
上
を
支
抽
加
は
う
ご
し
な
い
の
で
あ
る
、
同
唄
桁
の
上
限
を
劃

L官

讃

個
持

ω
一
理
論

銘
二
十
三
容

(
第
五
批

五
) 

t 



論

讃

慣
格
白
一
理
論

第
二
十
三
巻

(
第
五
韓

占ノ、

ヒ

J、

す
る
も
の
は
呂
町
償
債
値
に
し
て
使
用
便
値
で
は
な
い
。
賀
子
は
必
要
で
ゐ
る
以
上
の
同
明
治
を
支
梯
ム
ニ
デ
ぜ
結
晶
到

に
短
絡
す
る
で
あ
ら
う
。

私
が
兎
償
回
明
値
-
』
そ
は
買
手
の
支
抑
ム
上
限
を
か
ぎ
る
ご
一
耳
ふ
理
由
は
こ
れ
で
明
に
せ
ら
れ
た
正
思
ふ
が
、
な

ほ
説
明
を
進
め
て
見
る
。
乙
が
財
A

一
向
単
位
を
以

τ満
足
せ
歩
、
そ
れ
の
多
数
の
盟
位
を
位
向
要
す
る
。
第
二
十
軍

位
同

ω限
界
効
用
が
X
で
ゐ
る
ご
す
れ
ば
そ
れ
だ
け
を
買
入
れ
る
場
合
の
使
用
師
団
低
ご
兎
償
償
縦
三
は
相
一
致
す

る
-
使
用
便
値
が
限
界
効
用
に
よ
h
て
山
止
ま
る
ご
認
む
る
限

h
に
於

τ。
従

οτ
此
場
合
、
乙
は
巻
聞
の
煩
椛
に

於

τ二
十
四
単
位
を
需
要
す
る
と
し
て
、
伺
絡
の
上
限
を
劃
す
る
も
の
が
則
の
使
用
倒
値
で
ゐ
る
が
知
〈
に
忠
は
れ

ょ
う
o
併
し
な
が
ら
、
車
町
は
.

上
限
を
か
ぎ
る
も
の
は
他
ま
で
品
目
償
償
倣
に
じ
て
、
使
用
倒
値
的
七
限
界
効
用

合
こ
れ
に
適
応
せ

L
め
、
英
結
果
，

f
し
て
二
十
例
己
一
五
ふ
需
要
数
量
が
決
定
せ
ら
れ
に
る
ま
で

V

わ
る
。

一J

定

ω

償
仙
柑
仁
於
て
需
要
せ
ら
れ
る
数
量
は
効
用
、
従
フ
ι
限
界
幼
用
に

4
0
1
定
ま
LJ
う
、
ド
と
こ
ま
で
を
支
榔
λ
か
ど

一
五
ふ
買
手
の
腰
金
定
め
る
も
の
は
、
慣
に
兎
償
償
値
で
あ
る
c

兎
償
問
個
値
が
決
定

L
な
け
れ
ば
限
界
の
い

7
-
7一

わ
る
か
又
限
界
効
用
の
幾
何
で
の
る
か
す
ら
定
ま
ら
な
い
兎
償
関
備
が
定
ま
れ
ば
限
界
が
そ
こ
じ
か
ぎ
ら
れ
限
界

効
用
も
鬼
定
め
ら
れ
る
。

今
ま
で
は
由
民
人
正
寅
人
を
共
に
た
い
Y

一
人
づ
、
の
場
合
を
想
定
し
た
的
で
あ
る
が
、

-
』
れ
は
普
通
の
質
問
員
じ
認

め
ら
る
、
事
貨
で
は
な
い
。

一
般
仁
は
責
手
も
多
数
の
而
も
濁
立
な
る
意
志
を
有
す
る
経
済
主
髄
の
一
一
倒
よ
b
成



れ
る
。
買
手

ω
一
回
に
就
い
て
見
れ
ば
、

-
}
れ
ら
が
す
川
、
て
集
合
し
て
、

乙
げ
か
認
め
ら
れ
得
る
。
削
も
集
中
山
一
人

εれ
ら

旬
、
買
手
も
ま
た
、
然
h
。
而
し

c
二
者
の
意
忘
の
相
交
渉
す
る
所
に
償
同
情
法
決
定
せ
ら
れ

ι。

を
需
要
す
る
、

財
が
十
?
に
可
分
的
な
る
以
上
、

一
方
買
手
に
就
い
て
一
五
¥
ば
各
自
耳
目
償
償
値
の
程
度
に
肱
じ
て
一
定
の
数
量

倒
、
ば
財
A
e
e
ば
勉
償
問
慣
錨
(
従
ひ
E
何
固
ま
で
な
ら
ば
繍
ふ
三
五
ふ
償
伯
)
拾
闘
な
ら
ば
l
九
回

な
ら
ば
宮
入
固
な
ら
ば

s
t
云
ふ
風
に
買
手
の
他
の
人
々
に
就
い
亡
も
こ
れ
ピ
越
を
同
じ
う
す
る
事
柄
が
認
め
ら

が
決
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
資
手
に
就
い
て
も
ま
た
同
燥
な
る
こ

一
一
附
己
し
て
的
資
手
吋
需
要
す
る
敷
居

叩
が
鬼
積
る
正
こ
ろ
の
是
償
倒
値
じ
於
て
供
給
1
得
る
一
定
数
量
を
有
す
る
、

乙
も
内
も
丁
も
亦
然
。
、

が
集
合
し
て
、
」
貸
手
の
一
一
聞
が
そ
れ
ぞ
れ
の
兎
償
欄
値
に
封
臆
す
る
供
給
数
量
を
有
す
る
わ
け
ぜ
な
る
o

兎
償
似
値
(
闘
)

一Z一-一一一一口h
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言面

議

倒
格
由
一
瑚
諭

弟
二
十
三
谷

(
拍
車
五
競

J、
} 

七
三

O

，匂

ヨ古

院当

塁王

;;'"' 

百

口

ロ

ロ

ロ

ロ

日

ロ

一
定
の
交
通
範
閣
の
貨
手
買
子
的
規
則
的
な
る
、
資
買
の
た
め
の
集
闘
を
市
場
正
一
五
ふ
。
同
州
国
の
財
は
同
一
の

市
場
に
於
て
に
ャ
一
の
欄
絡
を
有
す
る
の
み

Q

之
を
稀
し
工
無
関
心

ω法
則
又
は
一
則
一
債
の
法
則
(
己
H
O
U
4

0
2ロ
告
を
自
の
O
)

吉
一
耳
ム
。
今
問
題
=
な
せ
る
例
に
就
い

τ見
る
に
、
若
し
欄
格
が
扮
固
に
定
ま
ら
ん
正
す
れ
ば

五
箪
位
の
貞
残
'OP4T
生
す
べ
〈

汁
叫
に
於
-
し
資
手
中
の
乙
丙
丁
等
は
九
回
に
て
寅
ら
む
さ
中
山
で
英
結
果
樹
絡
は

九
回
に
山
止
ま
る
で
あ
ら
う
。
、
般
椅
が
入
闘
に
定
ま
ら
ん
ご
す
れ
ば
‘

人
単
位
の
買
残
b
が
あ

b
、
其
中
に
は
九
回

仁
て
買
は
む
Z
申
出
で
る
も
の
が
あ
り
其
結
巣
.
倒
格
は
九
回
に
定
ま
る
で
あ
ら
う
。
此
際
一
単
位
に
て
も
拾
副
に

τ買
ふ
人
も
な
か
る
べ
〈
、
又
一
回
単
位
に
て
も
入
国
に
て
寅
ら
む
、
こ
云
ふ
人
も
な
か
ら
う
、
そ
れ
は
出
来
る
丈
安

〈
町
民
ひ
、
出
来
る
江
村
高
〈
寅
ら
む
之
鍵
方
の
人
々
が
努
力
す
る
が
放
で
ゐ
品
。
か
〈
て
同
情
格
は
需
要
己
供
給
ご

の
相
均
衡
す
る
貼
に
定
ま
る
ご
共
に
A
吉
一
五
ふ
一
則
は
此
市
場
に
於
て
此
場
合
九
圃
正
云
ふ
軍
一
の
償
柿
を
有
す

る。
-
草
子
の
供
給
数
量
が
弘
償
倒
他
に
よ
h
て
決
定
せ
ら
る
、
こ
正
に
就
い
て
は
異
論
が
な
い
ご
信
す
る
o

た

V
R

手
の
需
要
数
量
に
就
い
I

て
は
考
慮
を
要
す
る
勅
が
ゐ
る
o

今
問
題
ご

L
て
ゐ
る
所
ゆ
則
、
的
も
十
分
に
可
分
な
る

財
に
あ
ち
て
は
、
前
に
述
べ
た
る
が
如
〈
、
耳
目
償
削
闇
値
の
大
吉
正
使
用
便
値
郎
も
限
界
効
用
の
大
さ
ご
は
相
一
致

す
る
、
そ
れ
で
蒐
償
僧
俗
を
考
慮
に
入
れ
守
し
て
、

たい
γ

限
界
効
用
の
み
を
、
考
へ

τも
さ
き
の
需
要
致
最
が
出

叫"".，



τ来
る
で
は
な
い
γ

か
。
こ
れ
が
問
題
ご
な
る
貼
で
ゐ
る
o

第
一
、
な
共
は
意
外
に
高
い
、
又
は
高
過
ぎ
る
時
に
は
市
場
4
り
退
い
て
貸
手
ご
な
る
こ
ご
を
止
め
る
。
そ
れ

は
こ
れ
丈
な
ら
ば
民
ひ
得
べ
し
ご
児
積
れ
る
見
償
問
問
値
ご
伶

b
に
距
離
ゐ
る
こ
正
を
意
味
す
る
。
割
払
共
が
使
用
慣

値
に
よ

hτ
買
入
れ
む
己
す
る
数
量
を
定
め
る
の
も
、
此
弛
償
侭
伯
の
大
き
に
よ
り

τ寅
入
る
、
こ
子
炉
」
決
意
し

た
る
上
山
こ
ピ
で
あ
る
。
従
ひ
て
軍
に
使
用
伺
値

ω
み
に
よ

hτ
需
要
数
量
が
決
定
せ
も
れ
る
の
で
は
な

ν。
第

P山崎ド

ニ
。
兎
償
伺
備
を
考
へ
十

L
τ
共
財
ゆ
限
界
効
用
(
使
用
慣
伯
)
を
考
ふ
る
二
ど
は
不
可
能
で
ゐ
る
。
限
界
の
い
づ

こ
で
あ
る
か
を
決
定
す
る
も
ゅ
は
兎
償
偲
値
そ
の
も
の
で
ゐ
る
、
兎
償
償
備
が
何
回
な
b
z
考
へ
た
れ
ば
こ
毛
何

れ
箪
位
の
効
用
が
限
界
初
用
で
ゐ
る
か
を
認
め
、
需
要
せ

ιる
、
数
量
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
兎
償
街
値
が
全
然
意

識
に
上
る
こ
吉
な
し
ご
す
れ
ば
、
倒
れ
の
車
位
の
効
用
に
よ
ι
リ
て
需
要
数
量
を
決
定
す
ぺ
き
か
、
全
然
定
む
べ
か

ら
f
c

る
事
正
な
ら
う
。
第
三
。
進
み
て
考
ふ
べ
き
こ
ピ
は
A
財
の
需
要
数
量
は
た
ヤ
に
A
財
の
見
償
煩
備
を
考
へ

t
d
れ
ば
定
ま
ら
古
る
の
み
な
ら
守
他
の
す
べ
て
の
財
の
弛
償
償
値
を
考
へ
古
れ
ば
定
ま
り
得
5
る
勅
で
あ
る
。
他

の山
m
の
苑
償
川
慣
枯
山
を
考
へ
中
、

た
V

そ

ω効
用
山
線
卸
も
各
則

ω効
用
が
数
量

ω凪
数
ご
し
て
強
化
し
ゅ
〈
委

ω

み
を
考
へ
て
も
、
畳
闘
の
貨
融
巾
単
位
に
よ

h
て
獲
得
せ
ら
る
べ
き
使
用
般
儲
の
大
吉
は
分
ら
な
い
、
従
ひ
工
A
財

を
ば
一
定

ω債
格
仁
於

τr」れ
πけ
需
要
す
べ
き
や
も
全
〈
定
ま
ら
ぬ
。
般
に
す
べ
て
の
財
の
効
用
曲
線
を
知
悉

す
る
ご
し
て
も
A
財
の
需
要
に
つ
い
て
は
何
事
を
も
知
る
こ
ご
は
出
家
ま
い
。
此
鮎
か
ら

L
て
も
兎
償
問
慣
値
が
需

論

叢

債
格
由
一
理
論

第
ニ
十
三
巷

(
第
五
枕

コ九
) 

七



t耐

諜

倒
特
山
一
冊
諭

第
二
十
三
容

(
第
五
腕

コ一

O
)

七

要
数
量
の
決
定
の
根
祇
ピ
な
る
(
3
)
。
第
四
。
使
用
調
値
に
ゐ
ら
十

L
て
兎
償
附
胴
俗
が
買
手
の
態
度
を
決
定
す
る

事
の
最
も
明
白
な
る
場
合
は
財
叫
十
分
に
可
分
的
な
ら
吉
る
場
合
で
あ
る
ο

此
場
合
に
あ

h
τ
は
財
の
十
分
に
可

能
的
な
る
場
合
的
如
〈
使
用
伺
値
の
大
き
さ
兎
償
償
枯
酬
の
大
吉
正
が
相
合
一
す
る
こ
正
が
な
い
。
多
〈
の
場
合
使

用
償
低
は
見
償
附
恨
値
4
b
z
も
大
な
る
を
常
ピ
す
る
(
ま
た
然
ら
き
れ
ば
購
買
の
要
求
は
生
じ
な
い
じ
。
例
へ
ば
ピ
ア

ノ
は
了
長
に
て
足
・
9
・
第
ニ
蚕
白
を
買
ム
所
は
置
〈
に
所
な
〈
し
て
却
っ
て
不
利
を
戚
す
る
。
ピ
ア
ノ
の
使
用
償

値
は
戒
千
闘
を
以

t
見
積
ら
れ
得
る
が
五
百
闘
を
以
つ

τ入
手
L
得
ら
れ
る
見
込
E
ゐ
れ
ば
免
備
調
値
は
瓦
百
回

を
越
ね
泊
。
而
し
て
、
買
手
の
態
度
を
定
め
る
も
の
は
或
千
闘
に
非
十

L
て
五
百
厨
で
あ
る
、
そ
れ
ま
で
な
ら
ば

買
は
む
正
一
五
ふ
o

此
事
は
財

ω十
分
仁
過
分
的
な
ら
さ
る
場
合
の
み
な
ら
中
、
市
耐
要
師
耐
の
時
制
定
し
北
る
刷
仁
つ

い
て
も
認
め
ら
れ
得
る
ピ
思
ふ
。

今
ま
で
は
任
意
に
再
生
産

L
得
ベ
ヨ
財
に
就
い
て
崎
地
べ
た
の
で
あ
る
が
鱒
じ
て
再
生
産
し
得
ぺ
炉
ら
ゴ
る
財
仁

就
い
工
考
へ
る
ο

此
樋
の
財
に
ゐ
'
り
で
は

T

耳
目
償
問
問
侃
ご
一
五
ふ
も
の
が
考
へ
に
〈
い
や
う
に
見
え
る
o

生
廃
品
封
設

が
た
u
y

任
意
に
再
生
産
し
得
ぺ
き
財
に
つ
い
て

ωみ
立
て
ら
れ
た
る
が
如
く
、
兎
償
岡
恨
俗
世
中
心
ご
す
る
説
明
も

同
一
の
制
限
範
囲
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
慌
に
見
え
る
o

併
し
な
が
ら
事
貨
は
そ
う
で
は
な
い
o

再
生
産
し

得
べ
か
ら

rL
る
則
に
あ
り
て
由
貿
手

ω腰
を
定
め
る
も

ω
は
や
は
り
毛
の
則
を
手
放
す
る
仁
よ
り
工
身
じ
ふ
り
か
、

る
代
債
の
大
さ
に
り
で
ゐ
品
。
山
M
A
M
-
一
た
び
之
を
手
放
す
己
も
、
大
さ
わ
い
け
凶
代
問
問
仁
よ
h
5
1
再
び
容
易
l
品位



得
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
彼
は
A
の
貸
手
仁
謝

L
τ

だ
り
の
代
償
を
最
抵
の
要
求
正
し
て
要
求
す
る
で
あ
ら
う
。

品向

叢

倒
的
柑

D

一
理
論

第
二
寸
三
位
官

(
第
五
掠

= 
) 

-t: 

若
[
此
財
A
が
別
に
之
を
再
び
獲
得
す
る
に
道
な
き
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
彼
は
使
用
慣
低
に
於
て
少
〈
も
之
ビ

相
等
し
き
代
償
を
得
な
け
れ
ば
、
之
を
手
放
し
得
古
る
道
理
で
ゐ
る
o

此
際
A
の
所
有
が
彼
に
A

r
り
の
代
償
を

見
れ

L
め
て
居
る
ニ
ピ
に
な
る
。
従
ひ
工
、
此
再
生
産
の
不
可
能
な
る
財
に
就
い
て
考
へ
て
も
、
由
貝
手
の
態
度
を

定
め
る
も
の
は
免
措
問
調
伯
で
あ
る
ピ
云
ひ
得
る
o

彼
が
此
則
A
を
所
付
す
る
こ
ご
に
よ
h

て
見
れ
工
ゐ
る
に
り
め

償
伯
、
彼
が
お

L
此
則
を
有
せ

J

b
ー
な
ら
ば
現
在
ご
同
一
な
る
使
用
傾
値
を
有

L
う
る
柏
崎
仁
榔
ふ
べ
き
代
備
に

り
の
倒
飾
、

こ
れ
が
伎
の
腿
を
き
め
苫

L
J
1
ゐ
る
。
此
貼
か
ら
一
五
へ
ば
恥
再
生
産
[
う
又
き
財
正
一
再
生
産
[
得
ぺ

か
ら
古
品
川
己

ω附
仁
何
等
原
則
上
の
差
異
は
な
い
認
で
あ
る
の

一一、
債

将

労

銀

説

従
来
財
は
そ
の
倒
桁
正
内
問
問
桁
己

ω
聞
係
に
於
て
久
し
〈
三
分
せ
ら
れ
て
き
た
。
其
一
は
任
意
に
民
放
昆
を
埼

加
し
待
べ
か
ら
古
る
別
で
あ
る
。
古
説
日
講
古
名
加
、
土
地
(
あ
る
意
味
に
於
げ
る
)
な
げ
と
は
之
に
岡
崎
す
る
つ
裳
の
二

は
、
漸
弐
仁
生

h

み
航
費
を
増
加
す
る
に
ゐ
ら
古
れ
ば
数
量
を
増
加
[
待
べ
か
ら
ゴ
る
尉
で
あ
る
、
多
〈
の
農
産
物

(
一
見
仁
康
〈
一
一
ム
ヘ
ば
殆
ど
す
べ
て
の
原
始
産
業
的
生
産
物
)
は
之
に
印
加
す
る
。
其
三
は
生
産
費
を
増
加
ぜ
(
め
す

L

τ任
意
に
数
量
を
増
加
[
得
べ
告
別
で
あ
る
o

工
業
の
生
産
物
は
殆
戸
」
み
な
之
仁
属
す
る
ご
信
告
ら
れ
て
ゐ
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倒
格
。
一
理
論

錨
二
十
一
二
審

つ
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五
抑

じ
三
阿

る
勺
ニ

ω中
第
三
の
も
の
は
共
闘
恨
格
が
終
局
に
於
て
最
低
生
産
費
に
落
も
つ
か
む
ど
す
る
傾
向
を
有
し
、
第
二
の

も
の
に
あ
れ
ニ
し
は
、

そ
れ
が
最
高

ω生
産
費
に
落
も
つ
か
む
ご
す
る
o

而
L
て
第
一
の
も
の
、
み
は
、
英
同
慣
格
の

落
も
う
〈
所
、
生
産
設
己
何
等
の
交
渉
を
有
し
な
い
。

勿
論
此
三
分
の
方
法
は
考
擦
の
円
的
如
何
に
よ
ち

τは
十
分
の
意
義
を
有
す
る
。
然
れ
ど
も
若
[
静
的
伺
格
を

考
察
せ
ん
正
す
る
ご
き
に
は
任
意
に
生
産
L
得
べ
き
則
ご
然
ら
さ
る
財
印
も
稀
少
財
ご
の
二
分
法
に

τ事
足
る
正

思
ふ
。
私
は
A
1
・
m絡
め
務
付
〈
べ
き
所
に
務
も
付
き
た
る
姿
削
一
色

J

静
的
問
問
栴
を
考
察
し
た

ν
ピ
思
よ
故
に
や
は

h
此
ニ
分
法

ert
る
た
い
よ
γ
考
察
の
範
闘
を
専
ら
任
意
に
生
産
せ
ら
る
、
別
の
み
に
限
ち
た
い
ご
m
L
o
稀
少
財

的
も
絡
船
剖
的
に
稀
少
な
る
山
川
に
就
い
て
は
某
考
察
を
後
に
譲
る
噂
」
ご
に
す
る
o

き
て
、
私
は
債
務
が
副
知
償
傾
倣
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
る
、
事
を
設

ν
た
。
此
命
題
の
結
論
正
[
τ
、
回
慣
格
ご
生

産
費
正
の
聞
に
如
何
な
る
関
係
を
認
む
べ
き
も
の
で
あ
る
か
。

第
一
。
寛
子

ω見
償
償
値
は
何
に
よ
り

τ定
ま
る
か
ご
云
ふ
に
、
前
に
逃
ぺ
た
る
が
如
〈
、
財
(
例
へ
ば
A
)
の

生
産
品
質
に
よ
る
ご
云
ム
外
は
な
い
o

彼
は
勿
論
こ
れ
よ
ち
も
高
き
倒
絡
を
要
求
す
る
で
あ
ら
う
、
併
[
な
が
ら
彼

が
結
局
要
求
せ
ら
F
る
を
得
古
る
極
限
は
此
見
償
傾
備
の
大
き
ピ
け
で
ゐ
る
。
之
に
制
到
し
て
買
手
の
見
債
償
他
を

決
す
る
も
の
は
何
で
ゐ
る
か
o

買
手
の
見
償
刑
問
伯
は
勿
論
芸
達
L
得
る
最
高
限
度
を
使
用
慣
値
に
よ
b
て
劃
せ
ら

れ
る
が
兎
償
問
桐
侃
そ
の
も
の
、
大
さ
を
決
定
す
る
も
の
は
今
日

ω貨
融
市
経
済
的
組
織
に
あ

h
て
は
、
覧
手
の
要
求



へ
、
精
確
に
之
を
決
定
す
る
も
の
は
寅
手
の
要
求
で
ゐ
b
延
い

τは
真
手
の
兎
償
便
低
な
h
ピ
云
は
な
け
札
ば
な

で
あ
る
o
卸
も
買
手
の
見
積
る
兎
債
償
値
は
勿
論
渇
去
の
債
格
に
よ
b
て
大
健
の
輪
廓
を
定
め
ら
る
、

Z
は
云

ら
ぬ
。
大
謹
上
貸
手
の
兎
償
償
低
は
貰
手
の
兎
償
償
値
の
反
映
で
ゐ
る
。
成
程
此
反
映
の
仕
方
に
は
或
皮
の
誤
差

る
、
な
る
べ

C
安
〈
提
供
せ

Y
れ
ば
寅
残
る
外
な
き
が
伎
で
あ
る
。
買
手
も
ま
た
前
述

ω如
〈
、

そ
の
見
積
る
所

手p 州山，，-.(よれ刊吋弓静岡内抑酬が欄閥均将高齢咽鞠問、時叫対机'.¥'kNγ →九州日リルrバ ペ山川'，.，

も
屈
曲
も
あ
る
で
あ
ら
う
、
併
し
前
者
の
究
極
に
根
F
す
印
刷
は
後
者
に
あ
る
勺
な
は
此
聯
絡
か
ら
考
へ
て
債
格
を

根
本
に
於
て
動
か
す
も
の
は
供
給
の
例
郎
も
市
民
手

ω側
に
ゐ
h
、
そ
の
弛
償
伺
低
の
側
の
議
動
が
大
穂
に
於
て
債

格
の
麗
動
の
大
勢
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
る
ご
見
る
。
勿
論
こ
れ
は
所
調
依
件

ω趨
動
の
ゐ
ま
ち
に
存
せ
古
る
、

云
は
hv
静
柏
崎
的
事
情
に
つ
い
て

ωみ
云
は
る
べ
き
も
の
で
ゐ
る
o

保
件
の
捷
動
の
編
著
な
る
場
合
に
は
事
態
hr
白

ら
別
で
ゐ
る
。

私
は
此
漠
然
た
る
主
張
を
真
に
精
確
な
る
叙
越
を
以

τ補
ひ
た
い

Z
思
ふ
。
所
諦
停
止
静
抽
出
を
考
へ
よ
。
自
由

競
守
は
十
分
に
行
は
れ
て
居
る
。
而
し

τ各
供
給
者
卸
も
企
業
者
は
自
己
の
現
庄
の
組
織
を
由
来
得
る
丈
燐
張
し

て
所
謂
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
を
十
分
に
作
用
せ
し
め
て
ゐ
る
。
た
い
各
自
の
組
織
そ
の
も
の
は
相
等
L
h
r
ら

十
、
従
ひ
て
、

ぞ
れ
介
、
の
生
産
授
に
は
差
等
が
あ
h
、
市
場
に
供
給
せ
ら
る
、
財
の
中
そ
れ
ん
¥
供
給
者
を
異

に
す
れ
ば
見
償
倒
値
を
具
に

L
、
其
結
果
供
給
債
務
を
異
仁
す
る
で
ゐ
も
う
。
併
し
な
が
ら
、
寅
手
相
互
間
の
白

由
競
宰
の
結
果

t
Lて
、
各
自
の
見
積
る
見
償
伺
儲
従
ひ
て
供
給
債
格
は
そ
れ
ん

L
の
生
産
投
ピ
相
等
し
き
に
至

5満
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倒
掛
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四
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十
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王
批
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論

議

債
格
白
一
理
論

第
二
十
三
容

(
第
五
貌

三
四
)

七
三
大

の
兎
償
償
備
に
膳
じ

τ各
自
一
定
の
数
量
正
需
要
す
る
。
需
給
の
数
量
相
臆
す
る
ご
こ
ろ
に
債
絡
が
決
定
せ
ら
れ

る
前
仁
述
べ
た
る
碩
#
の
保
件
り
超
勤
な
き
限
h
J
、
此
耐
恨
桁
よ
b
高
き
供
給
債
格
仁
於

τ供
給
す
る
貰
手
、
そ
れ

よ
り
も
低
き
需
要
債
格
に
於
℃
需
要
す
る
買
手
は
全
然
市
場
に
跡
を
絶
つ
。
か
〈
て
停
止
静
般
の
存
綴
す
る
限

b
J
、
岡
間
格
は
市
場
の
供
給
者
の
申
出
る
供
給
回
明
治
の
中
故
高
な
る
鮎
に
落
ち
つ
く
而
し
て
こ
れ
正
に
其
供
給
者
の

見
償
同
情
値
従
ひ
て
生
産
費
に
嘗
る
。
所
説
最
高
生
産
投
が
則
明
椅
を
決
定
す
ご
一
五
ふ
こ
芭
に
な
る
。

此
の
如
(
考
へ

τ来
れ
ば
、
其
枇
食
に
於
け
る
協
裂
を
H

凡
に
す
花
け
の
供
給
を
な
す
に
必
要
な
る
最
高
生
産
費

に
よ
h
て
師
唄
槍
が
決
定
せ
ら
れ
る
ご
一
五
ム
事
に
な
る
。
而
し
て
助
制
に
閲
し
て
は
、
農
業
の
生
産
物
た
る
ご
工
業

の
生
産
物
た
る
ピ
を
附
ム
所
は
な
い
。
削
も
生
産
山
貨
を
増
加
せ
し
め

5
れ
ば
任
意
仁
増
加
し
待

g
る
財
で
あ
る
正

も
叉
は
生
産
費
を
増
加
す
る
こ
己
な
〈
し

τ任
意
に
増
加
し
得
ら
る
、
財
で
あ
る
ピ
色
、
等
し
〈
最
高
生
産
費
に

於
て
其
債
格
が
決
定
せ
b
れ
る
。
停
止
縛
践
的
債
務
を
考
察
の
中
心
ご
す
る
限
り
、
任
意
に
増
加
し
得
ら
れ
ゲ
る

稀
少
財
Z
任
意
に
増
加
し
得
ら
る
、
財
正
の
ニ
匝
分
を
以
っ
て
足
る

J
N
G

云
ふ
は
此
事
情
に
よ
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
此
最
高
の
生
産
農
が
何
を
合
む
か

h
v

問
題
芭
な
る
o

第
一
に
勢
銀
、
第
二
に
消
耗
せ
ら
れ
た
る
資
本
財

の
債
格
の
二
者
の
合
ま
る
、
事
は
明
白
で
あ
る
o

般
に
何
等
獅
占
的
闘
係
の
存
せ
古
る
、
自
由
競
争
的
閥
係
の
み

支
配
す
る
も
の
Z
し
て
論
を
進
め
る
o

所
謂
今
日
の
企
業
家
的
見
地
よ
'
り
見
北
る
生
産
品
耳
が
此
外
に
地
代
刺
子
及

ひ
相
賞
の
利
潤
を
合
む
こ
ピ
は
朋
な
る
事
質
で
あ
る
。
然
れ
Y
』
も
、
債
格
を
決
定
す
る
所
の
最
高
生
産
費
芭
云
ふ



第
一
。
此
最
高
生
産
費
は
利
子
を
合
む
や
。
責
子
同
志
の
競
守
に
あ
h
て、

各
自
が
共
生
産
物
を
責
残
古
い

V

る

場
合
に
そ
れ
は
果
し

τこ
れ
ら
の
も

ωを
合
み
得
る
か
。
答
へ
℃
云
ム
然
ら
す
。

活
め
に
は
、
勿
論
某
提
供
し
得
る
限
・
り
の
最
低
な
る
律
産
践
に
於

τ提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
泊
。
此
出
来
得
る
限

り
の
最
低
な
る
生
産
費
芭
云
ふ
も
の
は
利
子
を
合
ま
ぎ
る
も

D
で
あ
る
o
消
耗
し
た
る
資
本
則
の
債
格
に

L
て
鉛

却
せ
ら
る
、
限
b
依
然
干
し
て
生
産
は
継
続
せ
ら
れ
得
る
。
多
数
の
企
業
者
の
中
に
は
自
己
の
資
本
を
有
せ
歩
、

利
子
を
支
掛
ふ
べ
き
立
場
に
あ
る
も
の
が
あ
る
。
否
、
定
型
的
企
業
者
は
す
べ

τ他
人
の
資
本
を
運
用
す
る
も
の

な
い
。
生
産
が
最
悪
の
土
地
を
利
用
し

τ笹
ま
る
、
限
り
生
産
の
た
め
に
何
等
の
地
代
を
要
せ
5
る
筈
で
あ
る
、
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で
あ
る
正
一
再
ひ
得
る
。
然
れ
ど
も
、
自
己
の
資
本
を
運
用
す
る
企
業
者
β
憶
に
必
千
存
在
し
一
而
し
て
そ
れ
は
所

調
限
界
的
企
業
者
却
も
、
最
高
生
法
設
に
於

τ生
産
す
る
人
々
の
間
に
も
存
在
す
る
。
そ
の
立
場
は
利
子
を
全
〈

合
ま
t
d

る
生
産
費
に
於
て
競
守
に
た
へ
得
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
〈
て
停
止
静
態
に
於
け
る
最
高
生
産
費
は
こ
れ

ら
の
人
々
に
閲
す
る
限
b
利
子
を
合
ま
歩
、
利
子
を
加
算
し
な
が
ら
な
ほ
此
最
高
生
産
費
以
下
の
生
産
農
に
於
て

な
ほ
生
産
を
継
続
し
得
る
も
の
は
こ
れ
ら
よ
h
も
優
越
な
る
地
位
に
立
も
、
割
合
に
小
な
る
生
産
費
を
以
工
経
幡
宮

す
る
企
業
者
り
み
で
あ
る
。
第
一
一
。
此
最
高
生
産
費
は
地
代
を
合
む
か
正
云
ふ
仁
、
毛
れ
は
決
℃
て
必
然
的
で
は

耐
し
て
、
最
高
の
生
産
費
を
要
す
る
企
業
に
ゐ

h
て
は
、

必
然
的
に
さ
一
耳
ひ
得
、
さ
る
ま
で
も
、
多
(
は
此
最
悪
の

たい
Y

最
岡
崎
の
土
地
以
上
の
土
地
を
利
用

土
地
が
利
用
せ
ら
れ

τ居
る
o

従
ひ

τ最
高
生
産
品
質
は
地
代
を
合
ま
争
、
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ヒ
三
λ

す
る
場
合
に
ゆ
み
地
代
が
企
業
家
的
立
川
掛
か
ら
生
産
設

ω巾
い
加
算
せ
ら
る
〉
乞
要
す
る
。
要
す
る
ド
供
給
者
側

の
競
守
に
於

τ最
一
一
両
生
産
費
を
要
す
る
も
の
、
生
産
投
は
地
代
を
合
ま
ぬ
。
第
三
。
利
潤
に
就
い
て
事
情
一
見
仁
寧

純
で
め
る
。
企
業
者

ω労
働
に
謝
す
る
報
酬
郎
ち
ゐ
る
意
味
の
労
銀
ピ

L
て
の
利
潤
は
勿
論
生
産
費
中
に
合
ま
れ

F
る
を
得

ω。
そ
れ
が
倒
格
の
中
に
支
搬
は
れ
さ
る
時
は
、
生
産
が
や
が
て
中
絶
す
る
。
然
れ
ど
も
国
有

ω意
味

に
於
げ
る
利
潤
は
企
業
者
同
に
競
争
が
十
分
に
行
は
る
、
限
h
消
滅
す
る
、
従
ひ
て
・
停
止
静
践
に
於
け
る
最
高

生
産
費
は
之
を
合
み
得
5
る
も
の
で
あ
る
。

か
〈

τ伺
格
を
決
定
す
る
ご
こ
ろ

ω最
高
生
産
投
は
叫
す
銀
ご
消
耗
せ
ら
れ
た
る
資
本
別
の
債
椛
己
の
二
者
を
合

む
。
然
れ
ど
も
こ
の
後
者
も
ま
た
分
訴
を
要
す
る
。
今
最
終
生
産
物
九
が
最
初
の
生
産
財
ん
よ
b
ん
L
A
h
i
-
-

等
の
段
階
を
へ

τ生
産
せ
ら
れ
る
正
す
る
。

A
の
生
産
せ
ら
る
、
た
め
の
勢
働
の
費
用
邸
も
券
銀
を
L

Z
し
A
の

そ
れ
を

L
ん

ωそ
れ
を
L
e
-
-
-
等
芭
し
丸
か
ら
A

刊
の
生
産
せ
ら

ι
、
矯
に
貸
さ
晶
、
活
に
投
き
る
、
費
用
を
L

t
す
る
。
然
ら
ば
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右
の
如
量
閥
係
よ
b
し
て
、

A
h
の
圃
慣
格
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
段
階
に
於
て
こ
れ
が
生
産
に
喪
主
れ
た
る
勢
銀
の
纏

額
に
相
等
し
き
こ
正
、
な
る
。
そ
の
他
の
中
間
生
産
物
に
つ
い

τも
亦
同

ι〈
、
其
債
格
は
、
そ
の
仕
上
げ
ま
で

に
費
さ
れ
持
銀
の
総
額
に
相
等
L
V
o

同
革
覚
最
高
生
産
費
中
の
第
二
要
素
却
も
消
耗
せ
ら
れ
た
る
資
本
財
の
債
格

Z
云
ふ
も
の
は
-
』
れ
が
生
産
の
た
め
に
費
百
れ
た
る
労
銀
の
飽
和
に
よ
h
J
て
決
定
せ
ら
れ
る
o

か
〈
て
最
高
生
産

間刊弘、!切"""'"，仙恥~，，，，""";i>柊慨続初制W判嗣燃機関製鴫照権晦紳掛町肘'f\'附時ダ燃が椋弘'''，~， M~''~_')'何一山ド

投
の
ニ
の
要
素
は
共
に
財
の
生
産
の
潟
に
品
質
草
れ
た
る
勢
銀
に
外
な
ら
凶
こ
吉
、
な
る
。
酬
明
格
が
最
高
生
産
費
に

よ
ち
て
決
定
せ
ら
れ
る
ご
一
去
ふ
こ
ピ
は
債
格
が
全
然
勢
銀
に
よ
b
て
決
定
せ
ら
れ
る
正
云
ふ
ニ
ピ
で
あ
る
o

割払は

こ
の
主
張
に
謝
し
て
、
債
格
の
勢
銀
説
叉
は
困
問
格
労
銀
設
(
司
自
官
円

O
E
F
B母
)
E
云
ふ
名
郡
を
輿
へ
る
。

債
格
が
生
産
費
に
よ
b
て
決
定
せ
ら
れ
る
ご
一
一
A
P
A

法
則
に
も
、
此
生
産
設
を
如
何
な
る
生
康
史
(
花
正
へ
ば
最

低
生
産
費
、
最
高
生
産
費
、
叉
は
お
・
均
生
産
投
な
Y」
)

正
見
る
か
に
よ
り
て
、
碍
々
な
る
色
合
が
品
川
れ
る
誇
で
あ

る
。
こ
れ
ら

ω鮪
は
如
何
ピ
も
あ
れ
、
此
法
則
を
抑
制
し
て
費
用
の
法
則
又
は
伺
椅
の
費
用
法
則
(
同
E
H
O
D
明
日

ogw

司自
ιロ
T
R
o
ロ
長
o
u
H
O口問

2
m円

N
、
問
日
常
国
町
民
ロ
N
f
)

Z
一
五
ふ
。
費
用
の
法
則
の
作
用
が
十
分
に
倍
ま
る
、
限
。
欄
格
は

勢
銀
に
よ
h
て
定
ま
る
、
停
止
静
態
に
あ
・

9τ
ま
古
に
此
十
分
な
る
、

姿
が
認
め
ら
れ
る
。

か
〈

τ停
止
静
態
的

同
間
格
は
勢
録
保
格
(
労
銀

ωみ
を
合
む
債
格
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
)
で
ゐ
る
。

一一一、
勢

力

説

前

貴覧

個
持
¢
一
四
輪

伴
二
十
三
佳

(
停
五
朕

七
) 

七
三
丸



品市

議

倒
格
。
一
理
論

第
二
十
三
番

(
第
五
抗

ニ
八
)

k

問。

私

ω
皿
明
格
設
は
兎
償
岬
慣
伯
訟
で
あ

b
師
岡
椛
労
銀
説
で
あ
る
ご
共
に
究
極
に
於
て
勢
力
訟
で
あ
る
。
此
最
後
の
貼

を
少
し
く
説
明
L
た
い
芭
思
ふ
。

普
通
の
考
へ
か
ら
云
へ
ば
傾
格
は
需
要
吉
供
給
ご
の
相
臆
す
る
冊
聞
に
於

τ定
ま
る

G

寅
手
買
手
そ
れ
β
¥
の
問

に
自
由
な
る
競
争
苫
へ
修
ま
る
れ
ば
債
務
が
一
五
は
い
自
ら
決
定
せ
ら
れ
る
。
従
ひ
て
枇
曾
的
勢
カ
闘
係
の
作
用
し

得
る
険
地
は
会
〈
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
o

併
し
な
が
ら
私
忠
ふ
に
古
う
で
は
な
い
。
間
間
格
は
畢
克
勢
力
関
係
の

一
表
現
に
過
ぎ
向
。
こ
れ
は
需
給
の
事
情
に
よ
り

τ債
格
の
動
き
得
る
上
下
の
限
界
が
限
ら
れ
、
共
聞
の
如
何
な

る
瓢
に
於
て
定
ま
る
か
い

V

叫
則
論
駈
引
郎
も
債
格
闘
争
に
よ
る
ご
云
ふ
に
け
の
主
張
で
は
な
い
。
私
は
一
見
に
進
ん
で

民
主
範
囲
仁
勢
力
の
作
用
を
見
る
。

貰
手
の
提
供
し
得
る
最
下
の
償
格
限
界
は
共
財
の
見
償
債
儲
に
ゐ
ち
ご
一
宮
ム
。
然
れ
だ
も
、
司
}
れ
に
よ
弘
り
て
供

給
の
紋
況
従
ひ
て
供
給
曲
線
が
す
ぺ
て
全
然
一
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
た

h
t
見
る
べ
き
理
由
は
な
い
。
第
一
。
兎

償
償
低
は
寅
手
の
大
館
の
腰
の
据
ゑ
所
を
定
む
る
ま
で
の
こ
己
で
ゐ
る
。
従
ひ

τ、
若
[
出
世
帯
う
ぺ
〈
ば
、
此
兎

償
田
恒
儲
よ
り
も
夏
に
高
き
倒
格
に
於
て
、
貰
ら
む
こ
正
を
求
め
る
、

こ
れ
が
可
能
な
b
t
見
る
時
に
は
供
給
曲
線

は
凶
向
岬
淘
齢
十
討
に
よ
り
て
定
め
ら
る
、
こ
己
、
な
る
。
畑
糊
占
の
場
合
は
一
五
ム
ま
で
も
な
〈
濁
占
で
な
〈
ご
も
供

給
の
数
量
が
需
要
の
数
量
に
足
ら
十
正
忠
は
る
、
場
合
に
於
て
明
に
亦
然
、
り
o

其
外
の
場
合
に
て
も
こ
れ
は
ゐ
り

得
る
ニ
正
で
あ
る
。
第
一
一
。
貰
手
の
見
偵
欄
備
が
伺
格
の
最
下
限
を
か
ぎ
る
ご
云
ふ
は
た
い

Y

相
調
的
に
の
み
奥
で



る
O

こ
れ
ら
の
事
怖
を
綜
合
し
て
考
ふ
る
時
は
、

供
給
山
線
告

ωも
ωが
極
め
て
可
能
的
の
も
の
に

L
て、

r~î 
5目

出寄託

め
る
。

兎
に
角
高
貝
手
自
身
に

zhτ
の
使
用
慣
値
が
零
で
ゐ
る
以
上
は
、
彼
は
如
何
に
安
〈
ご
も
之
営
責
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
従
ひ
て
、
場
合
に
よ

h
て
は
兎
償
償
伯
よ
』
も
遜
i
低
〈
供
給
せ
ら
る
、
-
』
芭
ゐ
る
ぺ
き
で
あ

兎
償
償
備
に
於
工
定
ま
る
Z
云
ふ
は
わ
る
特
定
の
事
情
に
於

τの
み
で
ゐ
る
。

由
民
手
の
側
に
就
て
も
同
様
な
る
事
怖
が
ゐ
る
。
第
一

o

彼
に
ご

h
て
は
共
倒
的
情
の
段
上
限
を
定
む
る
見
償
倒
備

ご
一
式
ふ
も
の
が
大
館
市
場
の
状
況
の
反
映
ご
し
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
樋
め
て
動
E
易
吉
性
質
を
持
つ
o

各
呂
田
償
債
値
に
於
け
る
需
要
数
量
は
使
用
調
伯
に
よ
り
て
大
腿
一
定
し
℃
居
る
ゃ
う
で
あ
っ
て
も
其
賞
然
ら
す
。

私
共
に
賂
ぽ
同
様
の
効
用
を
輿
ふ
る
財
の
械
類
は
極
め
て
多
い
、
賞
際
買
取
ら
A
ご
還
ま
る
、
の
は
英
中
の
一
部

に
す
ぎ
す
、
此
漣
様
に
は
著
し
き
偶
然
性
を
仲
ム
。
従
ひ
て
岡
慣
格
の
動
、
き
如
何
に
よ
b
て
は
需
要

ω数
量
が
旗
定

し
得
ら
れ

5
る
姿
に
愛
勤
し
得
る
。
要
す
る
に
需
要

ω
曲
線
は
思
ム
に
、
従
来
考
へ
ら
る
、
如
〈
車
純
な
る
も
の

で
は
な
い
γ

叉
、
供
給
の
放
況
如
何
に
よ
b
τ
は
需
要
曲
線
そ
の
も
の
が
問
窃
溺
陰
l
u内
に
於
て
定
め
ら
れ
う
る
こ

正
前
越
の
場
合
吉
越
を
同
じ
イ
す
る
。
第
一
一
。
兎
償
欄
備
が
買
手
の
最
高
債
椛
脅
決
定
す
る

(
普
通

ω考
方
か
ら

す
れ
ば
使
用
慣
値
が
之
を
決
定
す
る
)
。

併
し
な
が
ら
こ
れ
も
極
め
て
相
封
的
意
義
に
於
て
の
-
』

Z
で
ゐ
る
。

吋
生
産
財
に
就
い
て
見
る
に
、
普
通
兎
償
問
闇
値
に
よ
り
て
需
要
の
数
量
を
定
む
る
の
は
普
通
の
利
子
地
代
利
潤

論
叫
讃

情
絡
の
一
理
論

第
二
十
三
巻

(
部
五
班

三
九
)

t 
四



E市

議

倒
絡
の
一
理
論

第
ニ
イ
三
容

(
品
五
焼

四
O
)

じ
凹

の
計
算

ω仕
方
を
眠
中
に
陸

ν
て
の
事
で
あ
る
。
然
れ
Y
」
も
、
生
産
者
は
大
抵
の
場
合
、
生
産
財
を
ば
買
ふ
古
賀

は
ぎ
る
ご
の
自
由
を
有
せ
予
、
従
ひ
て
著
し
き
高
岡
慣
に
於
て
も
買
入
れ
ゴ
る
を
得
ざ
る
場
合
が
ゐ
る
。
川
享
繁
財

に
就
い

τ見
る
仁
、
多
〈
の
場
合
効
用
ゐ
る
が
放
に
一
定

ω債
務
を
支
梯
ふ
に
非
す
一
定
の
高
き
債
格
を
支
梯
は

5
る
を
得
ぎ
る
が
故
に
、
こ
れ
に

h

ぞ
れ
丈
け
の
効
用
を
見
積
る
。
此
場
合
需
要
曲
線
が
債
格
そ
り
も
の
仁
従
ひ
て

勤
〈
。
奔
修
ロ
聞
の
場
合
に
於
て
特
に
然
、
り
。

師
慣
槍
が
寛
子
貸
手
制
見
方
の
見
積
る
兎
償
師
岡
倣

ω聞
に
定
ま
る
ご
一
五
ふ
の
も
め
る
事
情
の
下
に
於

τ
の
事
で
あ

る
o

現
在

ω企
業
者
を
し
て
現
在

ω仕
掛
り
の
企
業
を
持
続
的
に
笹
ま
し
め
得
る
錦
に
は
、
卸
も
現
在
の
各
企
業

の
根
抵
が
四
割
へ
ら
ざ
る
が
如
き
持
続
的
通
常
拡
態
正

L
て
は
(
h
r
h
に
こ
れ
を

E
E
-
ω
E
m
正
云
ふ
)
腐
格
が
此

聞
に
定
ま
る
ピ
云
ふ
ま
で
、
ゐ
る
。
同
慣
格
が
最
高
生
産
費
従
ひ

τ労
銀
に
よ
ち
て
定
ま
る
時
に
は
静
態
に
於
て
あ

る
。
帥
も
正
常
朕
態
(
ロ

0
5巳
ω訂
宮
)

正
し
て
は
倒
格
が
勢
銀
に
よ
ム
リ
て
定
ま
る
。
而
し
て
債
絡
が
正
常
朕
践
に

ゐ
h
て
捗
銀
に
よ
b
決
定
せ
ら
る
、
か
通
常
放
態
に
あ
り
て
見
俄
傭
鎚
の
聞
に
定
ま
る
か
・
異
川
品
紋
態
に
ゐ
り
て

英
外
に
定
ま
る
か
を
決
定
す
る
も
の
は
一
に
勢
力
関
係
で
ゐ
る
。

此
事
を
他
の
方
面
か
ら
云
ひ
表
は
す
。
後
に
説
〈
が
如
〈

師
同
格
は
需
要
供
給

ω相
均
衡
す
る
勅
に
定
ま
る
ご

一五ふ
o

然
れ
ど
も
兎
償
債
値
が
需
給
の
曲
線
を
決
定
す
る
の
は
決
し
て
一
義
的
で
は
な
い
、
拍
車
み
て
一
五
へ
ば
需
要

の
曲
線
供
給
の
曲
線
が
た
い
Y

一
一
側
づ
、
、
存
在
す
ご
は
云
ひ
難
〈
、
そ
の
護
教
の
も
の
が
め
る
ご
一
五
ふ
べ
き
で
あ
ら



勢
力
関
係
に
於
け
る
謝
等
的
地
位
の
存
立
す
る
正
否
子
宮
如
何
に
し
て
判
断
し
得
ゐ
か
o

私
は
任
意

γ
増
加
し

ぅ
。
而
し
て
其
何
れ
が
作
用
す
る
か
は
専
ら
勢
力
関
係
に
よ
る
さ
一
お
ふ
ぺ
き
で
あ

ιう
ご
信
宇
る
。
北
鮎
別
に
詳

論
を
要
す
る
。

得
ら
れ

5
る
財
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
ご
を
後
の
仕
事
と
す
る
、
而
L
て
任
意
に
増
加
し
得
ら
円
。
、
射
の
み
に
就

い
て
考
へ
る
。
謝
等
の
獄
態
は
買
手
相
互
、
責
手
相
互
の
競
軍
が
十
分
に
行
は
る
、
姿
で
あ
り
、
従
ひ
て
債
格
が

叫
骨
銀
に
よ
り

τ決
定
せ
ら
る
、
姿
で
あ
る
。
同
慣
格
が
此
勅
以
下
に
下
る
時
は
寅
子
が
劣
勢
に
し

τ買
手
が
優
勝
の

仁
基
き
て
の
み
存
す
る
o

資
手
が
劃
等
以
上
の
地
位
に
め
る
時
、
彼
は
労
銀
以
上
の
債
格
に
於

τ寅
・
り
、
従
ひ
て

，'，，~"W〆ペ >f!( 切司.'<"附パザ内的簡あ":~が4せき事~ナ村町川，，*，)'，←J品 川'，'， ，~，-

地
位
に
あ
る
。
債
格
が
そ
の
貼
以
上
に
上
る
時
は
寅
手
が
優
勝
の
地
位
に
ゐ

h
て
買
手
が
劣
勢
に
あ
る
o

隻
方
の

競
守
が
自
由
な
る
限
v

り
従
ひ

τ
茸
ご
方
が
他
方
を
ば
自
己
の
意
志
に
よ

h
τ
左
右
L
得
る
こ
E
な
き
限
h
、
回
明
格

は
抽
労
銀
の
Z
ζ

ろ
に
定
ま
る
以
外
何
等
の
道
な
き
が
放
で
あ
る
。
か
(
て
費
用
以
上
の
牧
盆
は
専
ら
優
勝

ω地
位

鈴
剰
の
股
盆
を
得
る
o

之
を
添
加
欣
盆
又
は
積
極
的
俄
剰
吉
一
五
ム
。
数
多
の
供
給
者
の
ゆ
仁
は
.
最
高
生
産
費
以

下
に
於
て
生
産

L
得
る
も
の
が
あ
る
。
彼
は
費
用
の
節
約
に
よ
b
て
枚
盆
を
得
る
。
そ
れ
は
節
約
牧
盆
又
は
消
極

的
徐
剰
で
ゐ
る
。
彼
は
自
己
の
装
用
以
上
に
貰
h
得
る
意
味
に
於
て
優
勝
の
地
位
に
居
る
も
の
吉
見
ら
れ
得
る
。

た
い
此
優
勝
の
地
位
は
も
吉
生
産
に
於
け
る
優
勝
の
地
位
に
基
け
る
も
の
で
あ
る
o

す
べ
て
こ
れ
ら
の
優
勝
の
地

位
を
一
括
し
て
如
何
な
る
名
穏
を
奥
ふ
る
か
は
自
ら
別
の
問
題
で
ゐ
る
o

ζ

れ
を
務
し
て
濁
占
ピ
云
ふ
も
又
は
多

諭

叢

価
格
白

E理
論

第
二
十
三
巷

(
第
五
続

四

) 

七
回

γ
|
}
 



論

議

倒
格
由
一
瑚
誼

第
ニ
十
=
一
審

(
第
五
都

四

) 

七
四
回

占
乃
至
準
凋
占
ピ
云
ふ
も
(
冨

S80--
可。]弓
o
f

足。ロ
O
司
O
H
。T
凶
)
共
指
示
す
る
所
は
一
で
あ
る
。

勢
力
闘
係
を
決
定
す
る
所
以
の
枇
曾
的
勢
力
は
何
も
の
で
ゐ
る
か
。
私
は
詞
ふ
仁
、

そ
れ
に
二
穂
が
ゐ
晶
、

は
郎
も
経
協
制
的
勢
力
に
し
て
他
は
印
ち
経
済
外
的
な
る
枇
曾
的
勢
力
で
あ
る
。
前
者
は
財
の
獲
得
の
た
め
に
す
る

自
己
の
意
志
が
相
手

ω同
保
な
る
意
志
を
左
右
し
得
る
能
力
に

L
て
、
後
者
は
財

ω獲
得
を
雌
れ
こ
れ
古
は
濁
立

に
相
手

ω意
志
を
左
右
し
得
る
能
力
で
あ
る
。
前
者
は
要
す
る
に
交
換

ω相
手
に
謝
す
る
強
み
で
あ
る
。

而
し
て

此
強
み
は
何
よ
b
も
先
づ
貰
子
叉
は
翼
手
同
志
の
聞
に
ど
れ
江
け
競
守
を
な
す
必
要
あ
h
ゃ
に
よ
り
て
定
ま
る
o

競
争
の
最
も
完
全
に
行
は
る
、
時
、
其
腰
は
最
も
弱
〈
、
競
宇
を
な
す
必
要
な
き
時
に
其
腰
は
最
も
強
い
。
錐
方

ω腰
の
最
も
弱
き
時
彼
等
は
云
は
い

Y

樹
等
の
地
位
に
あ
る
。

普
通
の
事
情
の
下
に
あ
b
て
は
、
経
済
的
勢
力
の
強
弱
関
係
の
み
が
欄
格
を
左
右
す
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
。
然

れ
yu
も
、
吐
曾
的
勢
力
の
影
響
も
ま
た
決
し
て
看
過
す
る
こ
ご
は
出
来
ぬ
。
批
曾
的
勢
力
の
新
な
る
強
制
は
贋
格

を
上

ω方
に
推
し
上
げ
、
又
は
推
し
下
げ
て
経
済
的
勢
力
の
均
衡
作
用
を
撹
乱
す
る
こ
正
が
出
来
る
。
日
怖
に
ゐ

-9
て
は
、
前
者
の
作
則
が
悶
定
的
な
る
が
故
仁
、
之
を
前
提
ご
す
る
債
格
は
常
に
経
済
的
勢
力
関
係
の
み
に
よ

h

τ後
勤
す
る
が
如
く
に
見
ゆ
る
り
れ
ど
も
特
別
の
場
合
に
は
前
者
の
作
用
そ
の
も
の
に
よ
b
て
、
少
く
も
あ
る
積

の
財
の
贋
格
M
V

畿
動
す
る
。
戦
時
に
於
け
る
日
用
口
聞
が
最
高
債
務
決
定
、
最
低
賃
金
の
決
定
の
如
き
は
之
が
一
例

に
麗
す
る
。



要
す
る
に
債
格
は
免
債
償
低
に
よ
b
て
定
ま
る
芭
云
よ
も
、
そ
れ
は
一
定
の
勢
力
関
係
を
前
提
ご
し
て
の
事
で

ゐ
る
o
各
企
業
者
が
其
仕
事
を
持
説
1
得
る
如
き
経
済
の
循
環
を
従
ひ
て
、
云
は
い
通
常
の
勢
カ
閥
係
を
前
提
正

し
て
の
事
で
ゐ
る
o

勢
力
関
係
が
此
範
囲
を
越
え
て
接
動
す
る
時
に
は
、
見
償
煩
値
を
越
え
て
寅
買
せ
ら
る
、
事

が
あ
h
得
る
。

要
す
る
に
償
絡
は
品
目
償
償
値
に
よ
h
τ
定
ま
る
正
一
五
ふ
も
、
そ
れ
は
一
定
の
勢
力
関
係
を
前
提
ピ
[
τ
の
こ
正

で
あ
る
o

需
給
の
聞
係
に
よ
b
て
定
ま
る
£
は
一
五
ふ
も
の
、
、
此
需
要
の
数
量
供
給

ω数
量
(
或
は
需
給
の
曲
線
)

が
多
義
的
の
も
の
に
し
て
、
従
ひ
て
冊
唄
格
の
決
定
は
勢
力
の
闘
係
に
ま
つ
外
は
な
い
o

こ
の
-
』
ご
は
需
要
供
給
の

分
担
砕
を
試
み
る
場
合
に
明
確
ピ
な
り
得
る
ご
信
中
る
。

附
言
。
私
自
伯
雄
岨
諭
は
な
低
限
品
効
用
説
の
よ
に
仔
細
り
咋
味
主
加
へ
た
る
上
な

b
で
は
十
分
に
共
意
味
す
る
所
在
明
に
し
が
た
い
1
0

以
上
自
立

ぺ必州ψて守料阿川小ケピ紳雫ポグ材、~~有山ート

場
を
土
謹
と
し
て
需
給
白
法
則
を
設
告
限
非
効
刷
詑
配
分
掠
す
る
こ
と
を
車
る
べ
章
構
舎
に
於
て
試
L
O

た
い
と
息
ふ
。

五詣

議

倒
格
由
一
理
論

第
一
一
十
三
巻

ろ
第
五
焼

四
三
)

七
四
五

「


